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高齢化が問題か？
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既存インフラ構造の高齢化・老朽化
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コンクリートクライシス（1980年代），宮城県沖地震（1978年）や兵庫県南部地
震（1995年）の経験とその後の研究の進展により，構造物の安全性・耐久性
は確実に向上している．

既存インフラ構造の問題は，現在に比べて，建設当時の初期状態においても
安全性・耐久性に乏しい構造物が高齢化していることにある．各年代の構造
物が持つ固有の問題を正しく認識する必要がある．



患者の治療とインフラの維持管理



材料劣化と構造性能低下と寿命
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①点検・検査

材料的な劣化状態
の把握

現時点で耐えられる
交通荷重や地震力
の大きさは？

②構造・耐震解析

閾値

閾値

③余寿命診断

メインテナンスの実践で何が困難か？



インフラ維持管理に係る要素技術

点検（現状把握）

診断 措置・記録



魅力的な技術は多数あるが・・・

①腐食分布の自己相関距離が構造物の大きさに
比して小さ過ぎる

→ 構造物全体の点検・検査が必要か？

②材料的な劣化が構造系の振動モードの変化
に及ぼす影響はわずかである

→ 振動・応答の計測から材料的な劣化の変状
を知ることは難しい

何か問題か！？
ハードルの例：「でかい・重い」

③大きなコンクリート部材厚が非破壊検査など
による内部性状の把握を困難にしている

④構造物が重く，起振器等で高次モードを励起
することは相当に困難

⑤ひび割れ・亀裂は，複雑な非連続接触問題と
なり， 信頼度の高い健全性評価が困難


